
 

令和元年 12月 5 日発行 毎月 1 回 5 日発行 オイスカ通信 672 号 昭和 42年 12 月 27 日 第三種郵便物認可 別紙 

FURUSATO！ 
～オイスカ四国のふるさとづくり～ 

 

「FURUSATO！」 12 月号 発行 

公益財団法人 オイスカ四国研修センター 

〒761-2103 香川県綾歌郡綾川町陶 5179-1  

TEL 087-876-3333  FAX 087-876-3334 

E-mail; oiscastc@oisca.org                   

 

 

 

 

12 月号 

 

森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た 

早
明
浦
ダ
ム 

下
草
刈
り 

日
本
語
能
力
試
験
に
向
け
て
・
・
・ 

12 月の予定 

収
穫
感
謝
祭 

開
催 

11
月
10
日(

日)

、
四
国
支
部
は
、
香
川
県
ま
ん
の
う
町

「
尾
の
瀬
山 

オ
イ
ス
カ
憩
い
の
森
」
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
林

地
で
下
草
刈
り
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
個
人
会
員
と
ＪＲ

四
国
労
働
組
合
や
大
倉
工
業
（
株
）
は
じ
め
、
協
力
企
業
・

団
体
か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
秋
空
の
下
110

名
の
方
が
作
業
し
て
く
だ
さ
り
無
事
に
活
動
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
開
会
式
で
は
四
国
電
力
総

連
よ
り
組
合
員
の
皆
様
が
集
め
て
く
だ
さ
っ
た
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
と
ベ
ル
マ
ー
ク
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

 

 

オ
イ
ス
カ
綾
川
推
進
協
議
会
で
は
、
11
月
16

日(

土)

に
、
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
収

穫
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
セ
ン
タ
ー
の
秋
の
収
穫
が
無
事
に
終
わ
っ
た

こ
と
を
感
謝
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。 

今
年
は
、
研
修
生
5
名
が
12
月
に
研
修
が
終

了
し
帰
国
す
る
た
め
、
研
修
生
の
送
別
会
も
兼

ね
て
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
20
名
、
研
修
生
、

オ
イ
ス
カ
ス
タ
ッ
フ
総
勢
40
名
の
催
し
と
な

り
ま
し
た
。 

帰
国
研
修
生
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
中
心

と
し
た
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
研

修
生
へ
の
励
ま
し
や
、
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
研
修
生
に
よ
る
各

国
の
ダ
ン
ス
、
会
員
の
マ
ジ
ッ
ク
や
皿
回
し
等

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
皿
回
し
に
は
、
研
修
生

や
オ
イ
ス
カ
ス
タ
ッ
フ
、
会
員
ら
が
何
回
も
挑

戦
す
る
な
ど
、
全
員
が 

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上 

が
り
、
意
義
深
く
収
穫 

感
謝
祭
を
終
了
す
る
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
綾
川
推
進
協
議
会 

会
長 

大
方
） 

 

11
月
11
日(

月)

、
愛
媛
県
推
進
協
議

会
は
松
山
市
「
忽
那
山
」
サ
ク
ラ
植
林

地
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
植
樹
と
草
刈
り
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
個
人
会
員
と
愛
媛

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
（
株
）
は
じ
め
協
力
団
体

か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
、
21
名
の
方
が

2
時
間
余
り
作
業
し
て
く
だ
さ
り
無
事

に
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
た
。

松
山
空
港
に
近
く
「
愛
媛
県
を
飛
行
機

で
訪
れ
る
方
々
に
も
満
開
の
桜
を
！
」

と
の
想
い
で
癒
し
の
森
を
目
指
す
Mt.

LOVE

10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ぜ
ひ
皆
様
も
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
事
務
局 

池
田
） 

 

 

 

  

私
は
日
本
語
が
大
好
き
で
す
。
日
本
に
来
る
前
に
、
メ
キ

シ
コ
で
2
か
月
間
勉
強
を
し
ま
し
た
が
、
日
本
に
来
た
ら
み

ん
な
話
す
の
が
早
く
て
、
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

初
の
頃
は
本
当
に
大
変
で
し
た
。
四
国
セ
ン
タ
ー
に
来
て
2

か
月
間
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
日
本
に
来
て
9
か
月
が
経

ち
ま
し
た
。
毎
日
、
日
本
語
で
話
し
て
い
る
の
で
少
し
ず
つ

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
香
川
の
方
言
な
ど

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
語
は
面
白
い
で
す
。 

12
月
1
日
（
日
）
は
、
日
本
語
能
力
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

毎
日
新
し
い
文
法
や
漢
字
な
ど
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
合
格

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
（
オ
リ
バ
） 

11
月
4
日(

月)

、
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
生
と
綾
歌

郡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
高
知
県
に
あ
る
早

明
浦
ダ
ム
付
近
で
草
刈
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所

で
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
が
18
年
前
に
植
林
し
、

こ
れ
ま
で
研
修
生
と
一
緒
に
管
理
を
し
て
き
ま
し
た
。 

早
明
浦
ダ
ム
は
、
高
知
県
土
佐
郡
土
佐
町
田
井
に
あ
る

ダ
ム
で
、
四
国
地
方
最
大
の
ダ
ム
で
す
。
四
国
の
水
瓶
と
し

て
主
に
香
川
県
の
水
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
曇
り

空
と
高
所
も
相
ま
っ
て
、
大
変
寒
く
感
じ
ま
し
た
。 

草
刈
り
作
業
は
、
草
刈
り
機
を
使
う
班
と
、
草
刈
り
鎌

を
使
う
班
に
別
れ
、
木
の
周
辺
を
丹
念
に
行
い
ま
し
た
。
研

修
生
も
慣
れ
た
手
つ
き
で
草
刈
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昼
食
は
焼
肉
を
頂
き
ま
し
た
。
新
鮮
な
地
元

の
お
肉
と
野
菜
を
味
わ
い
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
と
も
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。（
小
原
） 

月日 曜日 イベント名 主催・協力 場所 

12 月 1 日 日 日本語能力試験 

遊びの館詰 

公益財団法人 日本国際教育支援協会 

未来創造プロジェクト実行委員会 

高松市 

みとよ未来創造館 

12 月 4 日 
 

水 
綾川町立陶小学校 交流 

支部常任幹事会、研修生送別会 

綾川町立陶小学校 

四国支部  

綾川町立陶小学校 

ホテルパールガーデン  

12 月 6 日 金 香川県立高松北高校 交流 香川県立高松北高校  香川県立高松北高校  

12 月 10 日 火 ソロプチミスト丸亀クリスマス例会 ソロプチミスト丸亀 オークラホテル丸亀 

12 月 11 日 水 綾川町町長、香川県知事 表敬訪問 綾川町役場、香川県庁 綾川町役場、香川県庁 

12 月 12 日 木 技能実習生配属 研修センター 三豊市山本町 

12 月 14 日 土 オイスカ研修生修了式 研修センター 研修センター 

12 月 16・17 日 月・火 アモス、イカ、ナバ、オリバ、カティ帰国 研修センター 成田空港、関西空港 

12 月 25 日 水 森のつみき広場 高松市環境保全推進課 高松市立川島小学校 

12 月 28 日 土 仕事納め 研修センター 研修センター 

 

令和元年オイスカ四国研修生 修了式 

12月 14日（土）16時～ 
 

地域開発研修生  イカ（マレーシア）・オリバ（メキシコ）・カティ（メキシコ） 

ナバ（モンゴル）・アモス（パプアニューギニア） 

5名の修了式を行います。 

研修生の成長した姿を、ぜひ目に焼き付けてください。 

 

活
動
後
は
、
温
か
い
う
ど

ん
と
オ
ニ
ギ
リ
を
食
べ
て
い

た
だ
き
、「
お
い
し
い
。
お
い

し
い
。」と
お
代
わ
り
を
す
る

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
う
ど

ん
・
出
汁
・
天
ぷ
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
提
供
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
22
年
度
か
ら
5
ヵ

年
計
画
で
松
枯
等
で
荒
廃
し

た
「
尾
の
瀬
山
」
に
毎
年
0.5

ha

1,500
本
、
合
計
2.5

ha

7,500
本

の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
林
を
実
施

し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
下

草
刈
り
を
中
心
と
す
る
手
入

れ
を
行
っ
て
い
る
「
尾
の
瀬

山 

オ
イ
ス
カ
憩
い
の
森
」。

少
し
ず
つ
「
憩
い
の
森
」
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

  

 

当時、植林をした木の選定を

するイカ（マレーシア） 

javascript:;
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広島県支部の方から 

ご感想をいただきました！ 

広島県 視察研修  研修センター紹介！ 
～オイスカファミリー全員集合～ 

11
月
8
日
（
金
）
～
9
日
（
土
）
に
か
け
て
、
「
第
11
回 

オ
イ
ス
カ
収
穫
感
謝
祭
・

秋
」（
テ
ー
マ
：
ア
ジ
ア
を
体
感
！
）
を
視
察
研
修
の
た
め
福
岡
市
早
良
区
に
あ
る
西
日
本

研
修
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

6
年
前
か
ら
大
相
撲
の
高
田
川
部
屋
が
、
九
州
場
所
の
宿
舎
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
現
在
幕
内
で
は
、
竜
電
と
輝
の
2
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
九
州
場
所
が
始

ま
る
前
日
の
土
曜
日
に
所
属
す
る
力
士
22
人
も
参
加
し
て
、
午
前
10
時
か
ら
盛
大
に
収
穫

感
謝
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
1500
人
を
超
え
る
参
加
者
が
、
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

今
回
は
、
紙
面
の
関
係
で
バ
ザ
ー
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
バ
ザ
ー
も
、
た

い
へ
ん
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。 

特
に
高
田
川
部
屋
の
「
ち
ゃ
ん
こ
」
と
猪
の
丸
焼
き
「
レ
チ
ョ
ン
」
は
、
大
人
気
で
し
た
。 

「
ち
ゃ
ん
こ
」
は
、
塩
味
で
季
節
の
野
菜
や
鳥
肉
と
豚
肉
の
ミ
ン
チ
で
作
っ
た
つ
み
れ
を
入

れ
た
も
の
で
、
絶
品
で
し
た
。
用
意
し
た
2000
食
が
、
午
後
1
時
前
に
は
完
売
で
し
た
。
私

も
お
い
し
く
て
、
3
杯
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
レ
チ
ョ
ン
」
は
、
セ
ン
タ
ー
附
近
で
捕
獲
し
た
猪
を
3
匹
さ
ば
い
て
、
早
朝
の
4
時

過
ぎ
か
ら
研
修
生
や
技
能
実
習
生
が
交
代
で
、
7
時
間
か
け
て
丸
焼
き
に
し
た
も
の
で
す
。

焼
け
た
肉
を
細
か
く
ナ
イ
フ
で
切
り
、
猪
の
レ
バ
ー
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
て
調
味
料
を
加
え

て
ソ
ー
ス
を
作
り
、
そ
れ
を
肉
に
か
け
て
食
べ
ま
す
。「
こ
れ
も
、
美
味
い
！
生
き
て
て
良

か
っ
た
。」 

来
年
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
四
国
支
部
の
会
員
さ
ん
と
一
緒
に
行
く
「
収
穫
感
謝
祭
体
験
ツ

ア
ー
」
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
小
野
） 

1
日
目
は
三
原
市
に
あ
る
、
「
果
実
の
森
公
園
」

へ
行
っ
て
リ
ン
ゴ
狩
り
を
し
ま
し
た
。
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
に
は
リ
ン
ゴ
の
木
が
な
い
の
で
、
初
め
て

見
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
自
分
で
収
穫
を
し
て
そ
の

場
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
「
観
光
農
園
」
を
営
ん

で
い
ま
す
。
4
種
類
の
リ
ン
ゴ
が
あ
り
、
1
つ
1
つ

味
が
違
い
ま
し
た
。
私
は
黄
色
の
「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル

ド
」
が
一
番
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
で
収
穫
を

し
て
農
業
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
観

光
農
園
も
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。 

次
に
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
と
平
和
記
念
公
園

へ
行
き
ま
し
た
。
資
料
館
に
は
、
原
爆
が
落
ち
た
と

き
の
当
時
の
写
真
な
ど
が
あ
り
、
見
て
い
て
心
が
痛

く
な
り
ま
し
た
。
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

 

夜
は
広
島
県
支
部
の
皆
さ
ん
と
懇
親
会
を
し
ま 

し
た
。
た
く
さ
ん
話
し
た
り
踊
っ
た
り
し
て
楽
し 

か
っ
た
で
す
。
（
ア
モ
ス
） 

 

2
日
目
は
宮
島
へ
行
き
ま
し
た
。
宮
島
に
つ
い
た
ら
、
鹿
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
と
て
も
可
愛
い
か
っ
た
で
す
。
厳
島
神
社
へ
参
拝

に
行
き
ま
し
た
。
海
の
上
に
神
社
が
あ
る
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
鳥
居
は
工
事
中
だ
っ
た
の
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
と
て
も
神
秘
的
で
し
た
。
紅
葉
も
き
れ
い
で
、
と
て
も
自
然
が

あ
ふ
れ
る
場
所
で
し
た
。
広
島
県
で
有
名
な
「
も
み
じ
饅
頭
」
も
食

べ
ま
し
た
。
出
来
た
て
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

こ
の
2
日
間
い
ろ
ん
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
広
島
県
支
部
の
皆

さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
メ
キ
シ
コ
に
帰
っ
て

も
こ
の
思
い
出
は
忘
れ
ま
せ
ん
。（
カ
テ
ィ
） 

11
月
12
日
（
火
）、
13
日
（
水
）
に
中
部
日
本
研

修
セ
ン
タ
ー
と
四
国
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
が
合
同

で
広
島
県
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

 

広
島
県
で
の
感
想
を
研
修
生
に
書
い
て
も
ら
い

ま
し
た
！ 

 

 

 

 

 

ピースボランティアの橘氏から、当時

の悲惨さを教えてもらいました。 

広
島
県
視
察
研
修
の
内
容
は
、
平
和
記
念

公
園
で
の
平
和
学
習
と
世
界
遺
産
宮
島
の

見
学
で
す
。 

第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
1945
年

8
月

6
日
、
人
類
史
上
初
、
核
兵
器
が
実
践
使
用

さ
れ
、
広
島
市
へ
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
の
悲
惨
な
状
況
を
資
料
館

で
体
感
し
、
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明

を
聞
い
た
研
修
生
。
日
々
の
生
活
で
は
感
じ

る
こ
と
の
な
い
経
験
を
さ
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
是
非
、
其
々
の
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
た

際
に
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

1996
年
12
月
「
厳
島
神
社
」
が
世
界
文
化
遺

産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
厳
島
神
社

は
、
日
本
独
自
の
文
化
を
伝
え
る
優
れ
た
建

築
で
、
島
全
体
が
文
化
的
景
観
を
成
し
て
い

ま
す
。
渡
る
フ
ェ
リ
ー
か
ら
の
眺
め
で
そ
の

景
観
が
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
周
囲
の

環
境
と
一
体
と
な
っ
た
建
造
物
群
の
景
観

は
、
日
本
人
の
美
意
識
と
精
神
文
化
そ
の
も

の
で
す
。
研
修
生
も
宮
島
の
厳
か
な
雰
囲
気

を
堪
能
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
研
修
は
2003
年
か
ら
始
ま
り
、
2014
年

か
ら
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
も
参
加
す

る
こ
と
と
な
り
、
初
日
の
夕
方
に
は
懇
親
会

を
開
催
し
、
広
島
県
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
の

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
研
修
生
と
の
ふ
れ

あ
い
は
、
と
て
も
新
鮮
で
活
力
を
頂
け
る
と

の
言
葉
が
で
て
い
ま
し
た
。 

今
後
更
に
研
修
生
と
ふ
れ
あ
え
る
機
会

が
増
え
て
い
っ
て
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
（
広
島
県
支
部 

葉
名
） 

 

 

～厳島神社～ 

鳥居は工事中でしたが、 

とてもきれいな景色を見ることが

できました。 

～原爆ドーム～ 

愛
知
県
中
部
日
本
研
修
セ
ン

タ
ー
に
は
現
在
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
イ
ン
ド
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
研
修
生
が
い
ま
す
。

内
訳
は
農
業
研
修
生
が
3
名
、

国
際
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

生
が
2
名
で
す
。
農
業
研
修
で

は
、
稲
や
野
菜
、
桃
の
栽
培
に

加
え
、
採
卵
鶏
の
飼
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
技
能
実

習
生
も
多
く
、
3
か
国
（
マ
レ

ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
）
か
ら
40
名
の
技
能
実

習
生
を
受
け
入
れ
、
会
員
企
業

で
実
習
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
学
ぶ
場
所
が
オ
イ
ス
カ

の
研
修
セ
ン
タ
ー
で
あ
れ
、
企

業
で
あ
れ
、
全
て
の
研
修
生
、

技
能
実
習
生
が
、
日
本
で
学
ん

だ
技
術
を
帰
国
後
の
活
躍
に
生

か
せ
る
よ
う
、
現
地
オ
イ
ス
カ

の
研
修
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

養
豚
農
家
で
学
ん
だ
技
能
実
習

生
が
帰
国
後
に
豚
の
人
工
授
精

に
成
功
す
る
な
ど
、
嬉
し
い
報

告
も
届
い
て
い
ま
す
。 

（
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー 

安
部
） 

 
 

ジャガイモの収穫をする 

フランシス 

（パプアニューギア）→ 

 
←オイスカの国際理事と交流する

国際協力ボランティアの 

ノイ（マレーシア）：右から二人目 

 

 

 

人気の猪の丸焼き。 

手間をかけて、おいしく出来上

がりました。 

関取「輝」とハイポーズ！ 

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー 

西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
！ 

 

9 月に西日本センター、11 月に中

部センターの研修生が来所し、交流

をしました。   

今回は、2 つのセンターの様子を

ご紹介します！ 

https://4.bp.blogspot.com/-uY6ko43-ABE/VD3RiIglszI/AAAAAAAAoEA/kI39usefO44/s800/fruit_ringo.png
https://4.bp.blogspot.com/-uY6ko43-ABE/VD3RiIglszI/AAAAAAAAoEA/kI39usefO44/s800/fruit_ringo.png

